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急性期指標に使用した病床機能報告の項目 

奈良県立医科大学・野田 

（レセプト） 

※グレーは使用しなかった項目 

 

  
選定項目 縮約後項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

特定機能病院一般病棟入院基本料

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

回復期・慢性期により近い項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

救命救急入院料

広範囲熱傷特定集中治

療管理料

救命救急入院料４

救命救急入院料

広範囲熱傷特定集中治

療管理料

救命救急入院料

広範囲熱傷特定集中治

療管理料

特定集中治療室管理料

広範囲熱傷特定集中治
療管理料

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

小児特定集中治療室管理料

新生児特定集中治療室管理料

新生児治療回復室入院医療管理料

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

小児入院医療管理料

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

短期滞在手術等基本料

病床機能報告（レセプト；件数ベース）

新生児特定集中治療室管理料１・２
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．
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①
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・
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数

入院基本料

特定入院料

特定集中治
療室管理料

１

特定集中治
療室管理料

３

特定機能病院一般病棟10対１入院基

本料

特定機能病院特定入院基本料

専門病院７対１入院基本料

専門病院10対１入院基本料

地域包括ケア病棟入院料１・２

地域包括ケア入院医療管理料１・２

回復期リハビリテーション病棟入院料

１・２・３

総合周産期特定集中治療室管理料

（母体・胎児）

総合周産期特定集中治療室管理料
（新生児）

新生児治療回復室入院医療管理料

一類感染症患者入院医療管理料

特殊疾患入院医療管理料

小児入院医療管理料１・２・３・４

特定一般病棟入院料１及び２

特定一般病棟入院料（療養病棟入院
基本料１の例により算定）

障害者施設等10対１入院基本料

障害者施設等13対１入院基本料

障害者施設等15対１入院基本料

小児特定集中治療室管理料

亜急性期入院医療管理料１・２

短期滞在手術等基本料１・２・３

特殊疾患病棟入院料１・２

緩和ケア病棟入院料

特定一般病棟入院料（地域包括ケア
入院医療管理）

療養病棟特別入院基本料

特定機能病院一般病棟７対１入院基
本料

専門病院13対１入院基本料

一般病棟７対１入院基本料

一般病棟10対１入院基本料

一般病棟13対１入院基本料

一般病棟15対１入院基本料

一般病棟特別入院基本料

一般病棟特定入院基本料

一般病棟入院基本料（療養病棟入院

基本料１の例により算定）

療養病棟入院基本料１・２

専門病院特定入院基本料

障害者施設等７対１入院基本料

ハイケアユニット入院医療管理料

ハイケアユニット入院医療管理料２

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

特定集中治療室管理料
特定集中治療室管理料２

特定集中治療室管理料４

障害者施設等特定入院基本料

救命救急入院料１

救命救急入院料

救命救急入院料２

救命救急入
院料３

ハイケアユ
ニット入院医

療管理料１

総合周産期特定集中治療室管理料
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回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

手術総数

全身麻酔の手術総数

胸腔鏡下手術

腹腔鏡下手術

議論が分かれたが、使用しなかった項目

悪性腫瘍手術

病理組織標本作製

術中迅速病理組織標本作製

１門照射又は対向２門

照射を行った場合

非対向２門照射又は３
門照射を行った場合

４門以上の照射，運動

照射又は原体照射を

行った場合

１門照射又は対向２門
照射を行った場合

非対向２門照射又は３

門照射を行った場合

４門以上の照射，運動
照射又は原体照射を

行った場合

高線量率ｲﾘｼﾞｳﾑ照射を

行った場合又は新型ｺ

ﾊﾞﾙﾄ小線源治療装置を

用いた場合

その他の場合

前立腺癌に対する永久
挿入療法

高線量率ｲﾘｼﾞｳﾑ照射を

行った場合又は新型ｺ

ﾊﾞﾙﾄ小線源治療装置を

用いた場合

その他の場合

２．有

床診

療所
の多

様な

機能

の状

況【平

成26

年７
月審

査分】

①算

定する

入院

基本

料総

数

５．有床診療所療養病床入院基本料（有床診療所入

院基本料の例により算定）

１回目

２回目

強度変調放

射線治療

（IMRT）

直線加速器

による放射線

治療（一連に

つき）

電磁波温熱

療法（一連に

つき）

密封小線源
治療（一連に

つき）

腔内照射

組織内照射

２回目

ガンマナイフによる定位放射線治療

３．幅

広い

手術

の実

施状

況【平
成26

年７

月審

査分】

④放

射線

治療

放射線治療

管理料

放射性同位

元素内用療

法管理料

体外
照射

エックス線表

在治療

高エネル

ギー放射線

治療

⑤内視鏡手術用支援機器加算

①悪性腫瘍手術

②病理組織標本作製

議論が分かれたが、使用しなかった項

目細胞性非ﾎｼﾞｷﾝﾘﾝﾊﾟ腫に対するも

の

③胸腔鏡下手術

④腹腔鏡下手術

１門照射，対向２門照射又は外部照射

を行った場合

非対向２門照射，３門照射又は腔内照

射を行った場合

４門以上の照射，運動照射，原対照射
又は組織内照射を行った場合

強度変調放射線治療（IMRT）による体

外照射を行った場合

甲状腺癌に対するもの

４．有床診療所療養病床特別入院基本料

２．有床診療所入院基本料（有床診療所療養病床入
院基本料の例により算定）

１．有床診療所入院基本料

放射性粒子照射（本数に関係なく）

定位放射線治療の場合

定位放射線治療以外の場合

全身照射（一連につき）

深在性悪性腫瘍に対するもの

浅在性悪性腫瘍に対するもの

外部照射

甲状腺機能亢進症に対するもの

固形癌骨転移による疼痛に対するも

の

①手術総数

１回目

２回目

１回目

②全身麻酔の手術総数

３．有床診療所療養病床入院基本料

③術中迅速病理組織標本作製

放射線治療

選定項目 縮約後項目病床機能報告（レセプト；件数ベース）
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選定項目 縮約後項目病床機能報告（レセプト；件数ベース）

化学療法

がん患者指導管理料１及び２

抗悪性腫瘍剤局所持続注入

肝動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入

超急性期脳卒中加算

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

ハイリスク分娩管理加算

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅱ）

他の指標と重複

人工透析

２日目以降30日目まで

２日目以降30日目まで

31日目以降90日目まで

２日目以降30日目まで

31日目以降90日目まで

頭蓋内圧持続測定（３時間を超えた場合）

４．が

ん・脳

卒中・
心筋

梗塞

等へ
の治

療状

況【平
成26

年７

月審
査分】

⑩脳

血管
内手

術

⑪経

皮的

冠動
脈形

成術

⑬血球成分除去療法

経皮的冠動脈形成術（不安定狭心症に対するもの）

経皮的冠動脈形成術（その他のもの）

経皮的冠動脈形成術（高速回転式経皮経管ｱﾃﾚｸﾄ

ﾐｰｶﾃｰﾃﾙによるもの）

経皮的冠動脈形成術（ｴｷｼﾏﾚｰｻﾞｰ血管形成用ｶﾃｰ

ﾃﾙによるもの）

⑨超急性期脳卒中加算

脳血管内手術１箇所

脳血管内手術２箇所以上

脳血管内ステントを用いるもの

経皮的脳血管形成術

経皮的選択的脳血栓・塞栓溶解術

⑤化学療法

⑦抗悪性腫瘍剤局所持続注入

⑧肝動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入

⑥がん患者指導管理料１及び２

初日

経皮的脳血栓回収術

経皮的冠動脈形成術（急性心筋梗塞に対するもの）

経皮的冠動脈形成術

脳血管内手術

初日

⑪血漿交換療法

⑫吸着式血液浄化法

植込型補助

人工心臓（拍

動流型）
91日目以降

⑦経皮的心肺補助

法

初日

２日目以降

補助人工心

臓

初日

31日目以降

⑬精神科リエゾンチーム加算

①ハイリスク分娩管理加算

②ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅱ）

③救急搬送診療料

経皮的冠動脈ｽﾃﾝﾄ留置術（急性心筋梗塞に対する

もの）

経皮的冠動脈ｽﾃﾝﾄ留置術（不安定狭心症に対する
もの）

経皮的冠動脈ｽﾃﾝﾄ留置術（その他のもの）

冠動脈内血栓溶解療法

経皮的冠動脈血栓吸引術

⑫入院精神療法（Ⅰ）

観血的肺動脈圧測定
２時間を超えた場合

⑤持続緩徐式血液濾過

⑥大動脈バルーンパ

ンピング法

初日
大動脈バルーンパンピング法

２日目以降

５．重
症患

者へ

の対
応状

況【平

成26
年７

月審

査分】

④観血的肺動脈圧

測定

１時間以内又は１時間につき

人工心肺
２日目以降

91日目以降

⑨頭蓋内圧持続測定（３時間を超えた場合）

⑩人工心肺

経皮的心肺補助法

⑧補

助人

工心
臓・植

込型

補助
人工

心臓

補助人工心臓植込型補助人工心臓

植込型補助
人工心臓（非

拍動流型）

初日

人工透析
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院内トリアージ実施料

休日夜間救急搬送医学管理料

精神科疾患患者等受入加算 回復期・慢性期により近い項目

救急医療管理加算１及び２

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

救命のための気管内挿管

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

中心静脈注射

１時間以内又は１時間につき

７日以内の場合

７日を超え14日以内の場合

14日を超えた場合

すべての病床機能で実施されている項目

観血的動脈圧測定

人工呼吸

４時間未満の場合

４時間以上５時間未満

の場合

５時間以上の場合

連続携行式腹膜灌流

その他の腹膜灌流

すべての病床機能で実施されている項目

胸腔穿刺（洗浄、注入及び排液を含む）

持続的吸引を行うもの

④救急搬送患者地域連携受入加算

⑤救急搬送患者地域連携紹介加算

⑥地域連携診療計画管理料

⑦救命のための気管内挿管

30分までの場合

在宅療養支援病院等の場合

連携医療機関である場合（上記を除く）

14日以内の期間

91日以上120日以内の期間

121日以上の期間

一般病棟入院基本料

地域包括ケア病棟入院料

特定一般病棟入院料

有床診療所入院基本料

⑤地域連携診療計画退院時指導料（Ⅰ）

⑥退院時共同指導料２

⑦介護支援連携指導料

③救急・在宅等支援

（療養）病床初期加
算及び有床診療所
一般病床初期加算

有床診療所療養病床入院基本料

慢性維持透析濾過（複雑なもの）を
行った場合

療養病棟入院基本料

⑨退院前訪問指導料

③酸素吸入

⑧体表面ペーシング法又は食道ペーシング法

⑨非開胸的心マッ
サージ

上記以外の場合

腹腔穿刺（洗浄、注入及び排液を含む）

人工腎臓

慢性維持透
析を行った場
合

腹膜灌流

⑧退院時リハビリテーション指導料

⑧経管栄養カテーテル交換法

15日以上30日以内の期間

31日以上の期間

７．急
性期

後の
支援・
在宅

復帰
への

支援
の状
況【平

成26
年７

月審
査分】

①退院調整加算１
（一般病棟入院基本

料等）

②退院調整加算２
（療養病棟入院基本

料等）

非開胸的心マッサージ

⑩カウンターショック カウンターショック

その他の場合

30日以内の期間

31日以上90日以内の期間

６．救

急医
療の
実施

状況
【平成

26年
７月
審査

分】

①院内トリアージ実施料

②休日夜間救急搬
送医学管理料

③救急医療管理加算１及び２

④在宅患者緊急入
院診療加算

30分を超えた場合

非医療従事者向け自動除細動器を用
いた場合

⑪心膜穿刺

⑫食道圧迫止血チューブ挿入法

呼吸心拍監視３時間を超え

た場合

④観血的動脈圧測定（１時間を越えた場合）

８．全
身管

理の
状況
【平成

26年
７月

審査
分】

①中心静脈注射

②呼

吸心
拍監

視

⑤ド

レーン
法、胸

腔若し
くは腹
腔洗

浄

ドレーン法（ド
レナージ）

⑥人工呼吸（５時間を超えた場合）

⑦人

工腎
臓、腹

膜灌
流

人工透析

その他の場合

ドレーン法、胸腔若しくは腹腔洗浄
その他のもの
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心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）

心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅱ）

廃用症候群以外の場合

廃用症候群の場合

廃用症候群以外の場合

廃用症候群の場合

廃用症候群以外の場合

廃用症候群以外の場合

運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

運動器リハビリテーション料（Ⅱ）

運動器リハビリテーション料（Ⅲ）

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ）

回復期・慢性期により近い項目

６歳未満の患者の場合 回復期・慢性期により近い項目

18歳以上の患者の場合 回復期・慢性期により近い項目

がん患者リハビリテーション料

回復期・慢性期により近い項目

早期リハビリテーション加算

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

がん患者リハビリテーション料

11．
重度

の障

害児
等の

受入

状況
【平成

26年

７月
審査

分】

②特殊疾患入院施設管理加算

③超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療

加算

⑦休日ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ提供体制加算（回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟

入院料）

⑧入院時訪問指導加算（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ総合計画評価料）

①褥瘡評価実施加算（療養病棟入院基本料、有床診療所療

養病床入院基本料）

②重度褥瘡処置

③重症皮膚潰瘍管理加算

①難病等特別入院診療加算

②早期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ加算（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料）

③初期加算（リハビリテーション料）

④摂食機能療法

⑤ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ充実加算（回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料）

⑥体制強化加算（回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料）

④強度行動障害入院医療管理加算

10．

長期
療養

患者

の受
入状

況【平
成26

年７

月審
査分】

運動器リハビリテーション料

呼吸器リハビ
リテーション

料

呼吸器リハビリテーション料

難病患者リハビリテーション料

心大血管疾患リハビリテーション料

脳血管疾患

等リハビリ
テーション料

脳血管疾患
等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ

ｼｮﾝ料（Ⅰ）

脳血管疾患等リハビリテーション料

脳血管疾患

等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ料（Ⅱ）

脳血管疾患

等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ

ｼｮﾝ料（Ⅲ）

９．疾

患に

応じ
たリ

ハビリ

テー
ショ

ン・早

期か
らのリ

ハビリ

テー
ション

の実

施状
況【平

成26

年７
月審

査分】

①疾

患別リ
ハビリ

テー

ション
料

心大血管疾

患リハビリ

テーション料

運動器リハビ

リテーション
料

障害児（者）

リハビリテー
ション料

認知症患者リハビリテーション料

選定項目 縮約後項目病床機能報告（レセプト；件数ベース）
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（個票データ） 

 

 

  

選定項目 縮約後項目

許可病床 許可病床

稼働病床 稼働病床

許可病床

うち医療療養病床

稼働病床

うち医療療養病床

医師 医師数

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤 精神科等

非常勤 精神科等

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤 回復期・慢性期により近い項目

非常勤 回復期・慢性期により近い項目

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

職

員
数

の

状

況

療養病床

病

床
の

状

況

一般病床

許可病床

稼働病床

一般病棟

外来

手術室

その他

看護師

上記のうち医療法上の経過措置に該当する病床数

（病床機能報告以外の情報を収集）

准看護師

療養病棟

療養病棟

外来

手術室

その他

助産師

看護補助者

一般病棟

療養病棟

外来

手術室

その他

一般病棟

産婦人科病床数

医療機能

保

有
す

る

病

棟

と

選

択

し
た

医

療

機

能

の

状

況
無回答

施設全体

病床機能報告（個票データ）

自己申告

病床規模による補正で使用

看護師数

助産師数

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

一般病棟

療養病棟

外来

手術室

その他
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選定項目 縮約後項目病床機能報告（個票データ）

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤 すべての病床機能で実施されている項目

非常勤 すべての病床機能で実施されている項目

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

常勤

非常勤

職

員
数
の

状
況

一般病棟

療養病棟

理学療法士

外来

手術室

その他

臨床工学士

外来

手術室

その他

薬剤師

一般病棟

療養病棟

外来

手術室

その他

言語聴覚士

一般病棟

療養病棟

作業療法士

一般病棟

療養病棟

外来

手術室

その他

一般病棟

療養病棟

外来

手術室

薬剤師数

臨床工学技士数

その他
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  選定項目 縮約後項目病床機能報告（個票データ）

実態を反映していない

実態を反映していない

新規入棟患者数

すべての病床機能で実施されている項目

うち、救急医療入院の予定外入院の患者数

すべての病床機能で実施されている項目

すべての病床機能で実施されている項目

退棟患者数

すべての病床機能で実施されている項目

うち、院内の他病棟

からの転棟
すべての病床機能で実施されている項目

うち、家庭からの入

院
すべての病床機能で実施されている項目

うち、他の病院、診
療所からの転院

すべての病床機能で実施されている項目

うち、介護施設・福

祉施設からの入院
すべての病床機能で実施されている項目

うち、院内の出生 すべての病床機能で実施されている項目

うち、その他 すべての病床機能で実施されている項目

すべての病床機能で実施されている項目

3件 すべての病床機能で実施されている項目

うち、家庭へ退院 すべての病床機能で実施されている項目

うち、他の病院、診

療所へ転院
すべての病床機能で実施されている項目

うち、介護老人保健

施設に入所
すべての病床機能で実施されている項目

うち、介護老人福祉

施設に入所
すべての病床機能で実施されている項目

うち、社会福祉施

設・有料老人ホー

ム等に入所

すべての病床機能で実施されている項目

うち、終了（死亡退

院等）
すべての病床機能で実施されている項目

うち、その他 すべての病床機能で実施されている項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

休日に受診した患者延べ数P

夜間に受診した患者延べ数

救急車の受入件数

議論が分かれたが、使用しなかった項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

③A項目得点が２点以上の患者割合 議論が分かれたが、使用しなかった項目

④B得点が３点以上の患者割合 議論が分かれたが、使用しなかった項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

入

院
患

者

数

の

状

況

二次救急医療施設、救

急告示病院の認定・告

示の有無

入

棟
前

の

場

所

・
退
棟

先

の

場

所
別

の

入

院

患
者
の

状

況

①当該病棟から退院した患者数

うち、退院後１か月以内に自院が在

宅医療を提供する予定の患者

うち、退院後１か月以内に他施設が

在宅医療を提供する予定の患者

うち、退院後１か月以内に在宅医療

を必要としない患者（死亡退院を含

む）

うち、退院後１か月以内の在宅医療

の実施予定が不明の患者

救急車の受入件数

①新規入棟患者数

入棟前の場所

②退棟患者数

退棟先の場所

①新規入棟患者数

②在棟患者延べ数

③退棟患者数

退院後に

在宅医療

を必要と

する患者
の状況

うち、予定入院の患者・院内の他病

棟からの転棟患者

うち、救急医療入院の予定外入院の
患者

うち、救急医療入院以外の予定外入

院の患者

一般病棟
用の重症

度、医療・
看護必要

度を満た

す患者の

割合

①平成26年６月の１か月間の評価に用いた

評価票の種類

②A得点が２点以上かつB得点が３点以上の患者

割合

リハビリ
テーション

の状況

①リハビリテーションを要する状態にある患者の割

合

②平均リハ単位数（１患者１日当たり）

③過去１年間の総退棟患者数

上記③のうち、入院時の日常生活機

能評価が10点以上であった患者数

上記③のうち、退棟時の日常生活機

能評価が、入院時に比較して４点以

上改善していた患者数

退院後に

在宅医療

を必要と

する患者

の状況

退院後１か月以内に自院が在宅医

療を提供する予定の患者

退院後１か月以内に他施設が在宅

医療を提供する予定の患者

退院後１か月以内に在宅医療を必要

としない患者（死亡退院を含む）

退院後１か月以内の在宅医療の実

施予定が不明の患者

① 上記８．

② 退院患者

数

休日に受診した患者延べ数

救急医療

の実施状

況

うち診察後直ちに入院となった患者

延べ数

夜間に受診した患者延べ数

うち診察後直ちに入院となった患者

延べ数

二次救急医療施設の認定の有無

救急告示病院の告示の有無
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選定項目 縮約後項目病床機能報告（個票データ）

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

（１）医療機関以外での死亡者数 回復期・慢性期により近い項目

うち、自宅での死亡

者数
回復期・慢性期により近い項目

うち、自宅以外での

死亡者数
回復期・慢性期により近い項目

（２）医療機関での死亡者数 回復期・慢性期により近い項目

うち、連携医療機関

での死亡者数
回復期・慢性期により近い項目

うち、連携医療機関

以外での死亡者数
回復期・慢性期により近い項目

64列以上

16列以上64列未満

16列未満

議論が分かれたが、使用しなかった項目

他の指標と重複

他の指標と重複

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

すべての病床機能で実施されている項目

専従 すべての病床機能で実施されている項目

専任 すべての病床機能で実施されている項目

専従 すべての病床機能で実施されている項目

専任 すべての病床機能で実施されている項目

専従 すべての病床機能で実施されている項目

専任 すべての病床機能で実施されている項目

専従 すべての病床機能で実施されている項目

専任 すべての病床機能で実施されている項目

専従 すべての病床機能で実施されている項目

専任 すべての病床機能で実施されている項目

専従 すべての病床機能で実施されている項目

専任 すべての病床機能で実施されている項目

議論が分かれたが、使用しなかった項目

回復期・慢性期により近い項目

回復期・慢性期により近い項目

院内保有設備

退院調整

部門の設

置状況

看取りを

行った患

者数

② 退院調整

部門に勤務

する職員数

(116) 医師

(117) 看護職員

(118) MＳＷ

(119) 【再掲】M

ＳＷのうち、社

会福祉士の資

格を有する者

(120) 事務員

② MＲＩ

③ その他の

医療機器

３テスラ以上

1.5テスラ以上３テスラ未満

1.5テスラ未満

血管連続撮影装置

ＳＰＥCＴ

ＰＥＴ

ＰＥＴCＴ

MFICU

熱傷ベッド

産婦人科病床

精神科病床

大動脈バルーンパンピング法

DPC

在宅療養

支援病

院・在宅

療養支援

後方病院

の届出状

況

在宅療養支援病院の届出の有無

在宅療養後方支援病院の届出の有無

(121) その他

手術室

院内保有

設備

リハビリ室

ＰＥＴMＲＩ

強度変調放射線治療器

遠隔操作式密封小線源治療装置

GCU

補助人工心臓

在宅療養

支援診療

所の届出

の有無

往診、訪問

診療を行った

患者延べ数

① 往診を実施した患者延べ数

② 訪問診療を実施した患者延べ数

① 医療機関

以外での看

取り数

① 退院調整部門の有無

地域包括ケア病床

ER

ICU

CCU

HCU

SCU

NICU

医療機器

の台数

その他のCＴ

マルチスライス

CＴ①CＴ

② 医療機関

での看取り

数

医療機器

医療機器
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急性期指標の主成分分析 
奈良県立医科大学公衆衛生学講座 

 
急性期指標の得点化したデータから対象の特性を把握するために、施設毎に急性期指標の総得点を出したものを

元に主成分分析を行った。その結果、下記のような結果となった。 
 

１．主成分の内容について 
主成分は全部で 64 個の主成分に分かれた。

そのうち、全体で説明される主成分は【表１】の
通り。64 個の主成分のうち、『分散の％』が
1.56%以上で１つの意味をなすものであることか
ら、主成分 12 個までを主成分とした。 

主成分ごとに説明変数が高い病院の関連をみ
ることで、『主成分が意味するものの推測』を行っ
た。 

主成分得点 1 の合成変数と主成分得点２の
合成変数の分布を示したのが【図 1】である。 

主成分１は急性期の度合いを見ていると考えられ、主成分２は大学病院等の専門性の高い病院を示していると考
えられた。特に、主成分 1 の割合は主成分 2 以下の割合よりも圧倒的に高いため、急性期指標は主成分 1（おそらく、
急性期の度合い）が意味の多くを占め、主成分 1 以外（急性期の度合い以外）の要素はあまり大きくは反映されて
いないことが分かった。 
 
 

【表１】主成分別の説明された分散の合計 

 
分散の % 主成分が意味するものの推測 

主成分 1 32.667 急性期指標、救急医療と高度医療の総合得点 
主成分 2 7.786 大学病院が上位、主成分１見ることの出来なかった高度医療 
主成分 3 3.640 循環器系の高度病院とその救急医療 
主成分 4 3.080 救急医療と循環器系のその高度病院 
主成分 5 2.854  
主成分 6 2.397  
主成分 7 2.153  
主成分 8 2.054  
主成分 9 1.883  
主成分 10 1.853  
主成分 11 1.717  
主成分 12 1.651  
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【図 1】主成分得点 1 と主成分得点 2 の対比 


